






<目的>

  PMD 児を取り巻く環境要因の中で、特に人格形成上、大きな役割を果たすと

思われる対人関係について、患児がどのように受けとめているか、また普通児

(喘息児)と比較し、PMD 児の対人関係の受けとめ方が特殊なものがあるか、な

どを知り、年令による違いをも考察し、当病院における生活指導の一助とした

い。(青年心理研究会の豊田氏の方法による)


